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ヒラメの資源生態調査-v
ヒラメの産卵期と産卵場，及び産卵親魚の特性

※ 

石田 修 問中邦三

はじめに

ヒラメは産業上重要な魚種であり，その生態を知る

ごとは，放流事業者どによる資源維持，増強をより効

果的に計るための放流技術のーっとして極めて意味の

あることである。そこで，前報までに若令魚の生態，

年齢と成長，移動などについて報告し，今回は産卵期

の生態について調査した。

産卵期の生態については，今までに産卵期1-1)につい

ては調査されているが，産卵する場所"や，産卵期にど

のような条件の時に産卵場に集合してくるかなど，産

卵に伴なうヒラメの挙動については不明な点が多い。

そこで，著者らは，銚子，九十九里，及び金谷~太

東のヒラメの産卵期，及び内房，外房海域における産

卵場とヒラメの来遊と水温の関係，更に，産卵に関与

する魚の大きさ，苧卵数，卵径など親魚のf新生につい

て調査したので報告する。

材料と方法

産卵期は月 1図4-17尾(全長460mm以上)について

生殖腺の熟度指数(以下GIと記す)から推定した。

GIの算出には次の式を用いた。

生殖腺重量
GI~ー一一一一一一一一 X1 ，000
体重

産卵場所l土，天羽，保田，勝山，富浦，館山，布良，

天津の各漁業協同組合に属する漁業者から産卵期と思

われる時期の底刺網の位置を聞きとり，海図に記入し

て推定した。また，館山，天津において 1-6月に底

刺網のかける位置を標本船を用いて調べ海図に記入し

た。なお，各地先で底刺網で漁獲されたヒラメについ

て放卵，放精を確認した。

更に，産卵親魚の来遊と水温の関係を知るためには，

標本船を用い，天津と館山の2-6月の表層水温と漁

獲量の資料を解析した。水温は10日間の移動平均法に

より，また黒潮流軸の位置は海上保安庁水路部の海洋

※ 現在日本海区水注減究所勤務

速報によった。

また，産卵場及び産卵期の水温，塩分からみた環境

特性を把援するために，当場のi魚海j兄予報事業の水温，

塩分の資料を用いた。調査点を図1に示した。

、三

千葉県

図1 水温，塩分の調査地点

産卵親魚の特性では，館山湾， f呆団地先，天津地先

の2-6月の水揚物の体長組成，雌雄の比率，体長と

体重，生殖腺重量，卯数，卯径を調査した。雌雄の判

定はヒラメの腹部を手で圧して放卯，放精させること

により行った。卵数は， 10%ホルマリン溶液で固定し

た卵巣卯，及び排卵した卯 1-1.58gをピンセァトで

ほぐし，卯粒とした後， 100.μ以上のものについて 19

あたりの卯数に卵巣卯重量，及び排卵重量を乗じて卵

数とした。 9fl径は10%ホJレマリン溶液で固定した 100

μ以上のものについて計測した。

産卵回遊と漁獲

1 .産卵期

結果

金谷から太東，及び銚子，九十九里の磁の生殖腺熟

度指数は図2に示した通りで，金谷から太東ではGIは
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図4 館山湾における底刺網による産卵親魚の摘獲位置
ト→ 1~2 月，ト寸 3~4 月，ト-1 4月，
ト9 1~4 月

ている。すなわち， A付近は東浅間と西浅間，

たご， cはi青ベい山， Dはツプ狼， Eはf中/場，
寺出し，または寺根， Gは黒森出しとなっている。そ

れぞれの水深は75~180m ， 45~120m. 75~195m ， 60 

~ 150m， 75~225m ， 60~180m ， 45~ 150 mとなっている。

B はあ

Ft土

2~6 月が高いが，一方，銚子，九十九里では，

3月がもiI:く， 4~7 月が高く在っていた。

2，産卵場所

貌魚が漁獲された位置を調査結果に基づき図3に示

した。この図からいずれの場も海底谷の前方部に位置

していた。

館山湾でヒラメの親魚を採掃する位置(図4)は，

水深20~50m の海底谷の前面の場である。 1~2 月は

水深30m以浅にかけるが， 3 月以降は30~50m と深い

所にかけている。海底谷の前面にはウツボ根，パラ根，

水雷，砂利場などの根，または転石帯がある。

なお，以前は海底谷の水深100m付近に底刺繍をか

けていた。

天津j中では海底谷付近の6ヵ所の位置(図 5)にかけ

られている。これらには，それぞれに名称がつけられ
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図5 天津におけるヒラメ産卯親魚の捕獲位置

聞きとりによる刺網の位置を・Hi手Jlで示 10!Jq'*は A75-180m，B: 
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3，天津における漁獲量の変動

天津地先のヒラメの漁獲量は主に 2-5月に底刺網

によって行われる。天津における漁獲量は， 1967年(昭

和42年)には 1-5月で44トンの漁獲があったが，以

後減少し， 1974年(昭和49年)には 5 トン前後となっ

た(図6)。
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図6 天津におけるヒラメの漁獲量
01-12月の漁1聖位

.1-5月の漁i聾i止

表1 天津漁業協同組合に水揚け矛された産卵親魚 昭和44-，17年の平均

ソ ゲ 小ヒ ラ メ 中 ヒ フ メ k ヒ ラ メ
銘柄別

0.6 - 1.3同 1.3 -2.05kg 2.05-3.7日g 3.75-5.6kg 

漁獲量
漁獲量 :魚1藍

一揖日擢(一kg量聾) 日一豊
漁獲量 漁1輩

由日撞(k，量豊) 
一日一豊 漁獲量 漁1蔓

一由日撞(k，量聾) 
日聾 漁獲量 漁獲

一拍日車(k，量聾) 
ー日聾

(k，) 尾数 鱗尾Ii (k，) 尾数 出車尾邑 (k，) 尾数 合J童尾故 (kg) 尾数 湘霊尾故

2 月 11.9 12 0.31 0.32 回.3 日 2，47 1.46 278.6 96 7.46 2.57 33.3 9 1.19 0.25 
3 月 25.1 26 0.18 0.19 お().3 148 1.81 1国 1，214.3 418 8田 3.03 日2.3 107 3品 0.78 

4 月 46.5 49 0.19 0.20 379.0 盟& l日 0.91 2，025.9 698 8.18 2.82 1.1出。4 巴4 4.80 1. 03 

5 月 43.8 46 0.25 0.27 剖5.6 146 1.42 0.85 1.349.0 465 7田 2.71 629.3 135 3曲 0.78 

6 月 7.1 8 0.25 0.27 日.6 30 1.79 1.回 1田 8 6s 7.07 2.42 ](渇 1 22 3.75 0.79 

言十
l担 4 141 1，017.8 曲4 5旬師7.6

(511.73495 6) 
2，459.4 527 

(1.2%) (4.2%) (9.1%) (18.1%) (45.5%) (22.1%) (15.8%) 

銘柄別
ト ピ k ト ピ 大々 ト ピ 総漁獲量
5.6 - 7.5k， 7.5 - 9.4同 9.4kg以上

漁獲量
漁獲量 主魚1輩

一揖日謹(kg呈豊) 
一日一豊 漁I重量 漁獲

揖日撞(一kg量聾) 
一日一豊 漁!重量 漁獲

漁日撞(kg量豊) 
ー日一聾

(k，) 尾数 由重見量 (k，) 尾数 由車尾監 (kg) 尾数 i鰭尾昌
1l，144.3kg 

2 月 17.9 3 0.49 0.07 8.1 l 0.22 0.03 。 。。。 3，338尾
3 月 191.1 29 1.38 0.21 74.2 8 O.出 O.同 114.1 11 0.83 O.回

4 月 同0.2 1叩 2.67 0..11 258.6 30 1.01 0.12 担9.8 28 1.17 0.12 

5 月 持4.5 56 2.12 0.32 158.7 18 0.92 0.11 170.0 17 0田 0，10 
6 月 5().4 8 1. 78 0.27 叫 6 11 O.剖 0.10 12.9 1 0.46 0.01 

計 1，2剖.1 196 594.2 6s 田6.8 57 
(11.5%)1 (5.9出) (5.3%) 1 (2.0括) (5.3時)1 (1.7%) 

※( )内の%は総漁獲量に対する割合
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1969年(昭和44年)から1972年(昭和47年)の4カ

年の2~6 月の平均漁獲量は11 トンで3 ， 338尾の親魚が

漁獲されている。この親魚のうち， 2.05~3.75kgの4 ， 5

齢魚の中ヒラメが約50%を占めている(表1)。

回遊時の海況特性

1 .天津における漁獲量と黒潮の関係

1965年(昭和40年)からぬ74年(昭和49年)の 1~

5月までの漁獲量と野島崎から黒潮流軸までの距離の

関係(図7)では正の相関がみられた。すなわち，黒

潮の流軸昔日が野島崎から離れると漁獲量が多くなって

いる。たとえば，漁獲量の多かった1967年(昭和42年)， 

1968年(昭和43年)には黒潮の流軸は離れ，漁獲量の

少ない1974年(昭和49年)頃には黒潮が接岸した年と

なっている。
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図7 天津における漁獲量と黒潮の関係
(数字は昭和年号を示す)

2.漁獲量と水温

天津地先の1973年の親魚の場合(図8)では，水温が

16.5'Cから14.5'cに，また17.S'Cから15.1'Cに低下す
る時に漁獲量が増加し，水温が上昇するとともに漁獲

量も減少している。また，1974年の場合(図9)には，

15~16'C の 3月下旬から 5月中旬には漁獲量も多いが，

水混が上昇する 5月中旬以降は漁獲量も減少する。

吏に，館山湾においても， 1977年の場合(図10)， 

15~l4'C に低下する 2 月中旬から 3 月下旬にかけて漁

獲量は増加し，水温が15'C以上になる 4月初旬以降は

漁獲量は減少している。

尾数

" 
ト -3月一条一-4月一ーや一一5月一一←-6月一→

図8 天津におけるヒラメの親j魚の漁獲量と水温の
関係.

c即9肝7畔， 10日間移動平均法による
・正11は漁獲量を示し， A印は水温を示す
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図9 天津におiltるヒラメのr税魚の漁獲量と水温の
関係

(~畔， 1附時車l平均法による ¥ 
・印は漁獲量を示l，企印はホ;且を示す/
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図10 館山湾におけるヒラメの漁獲量と水温

の関係(1977年，・印は漁獲量を示l，企印は
水iEを示す)



また，親魚だけをみた場合(図11)は， 14.0~18.5'C 

の範囲でも漁獲されるが，この間でも， 14 .5~ 15 .O'C 

で最も多く漁獲される。
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図11 館IIJ湾におけるノ'j<i民と級魚の漁獲足数の

関係(1977年1-4)J)

3 産卵場付近の産卵期の水温と塩分

1 )天津地先

天津地先における 2~5 月の産卵場付近の産卵期の

表層水温は15.8~ 18 .4'C ，塩分は34.6~34.8%であり，

50m層の水温は15.2~ 15 .8'C ，塩分は34.6~34.89岳と

なっている。また， 100 m層の水温は13.4~ 14. 9'Cで

塩分は34.6~34.7%となっている(凶12) 。よって，

産卵期は年聞を通して最も低温，高鹸7J:時期で，また，

表層と100m層の差が少ない混合期となっている。

2 )館山湾

館山湾における 2~4月の産卵期の表層水温は， 14.1
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 塩分 34，4 則 34弘
図12 天津における産卵場付近のT-Sダイヤ
グラム

1964年一1976年の平均で示す
0---0表層.・ ・50m層.6一一一-6100層

7 

~16. l'C で，塩分は34.4~34.7%となっている。また，

50m 層の水温は14.5~14.9'C ，塩分は34.5~34.7%で，

天津と同様に年聞を通して低混，高械な時期で混合期

となっている(図13)

3 )金谷地先

金谷地先の 2~4 月の表層の水温は， 14.2~15.2'C 

で，塩分は33.9~羽田6%と在っている。また， 50m層

の水温は14.1~14.5'C ，塩分は34 目6%となっており，

天津，館山湾と同様に低温高献な時期である(図14)。

4)銚子1也先

銚子地先では産卵場が不明であるので，水深50m付

近の 4~6 月の水温，塩分を記載する。 4~6 月の水

深50m の表層水温は15.1~19.5'C ，塩分は34.2-34.6 

弘で， 50m 層では水温13.0~15.1'C ，塩分は34.4-34.6

%である(凶15) 0 50m層では低温，高直まな時期とな

っているが，表層では低温，高舷ではない。

-C 
25 

23 

1

9

 

2

1

 

水
温

11 

15 

13 

，.バ 3 3.8 ~H /.J，._ 34.2 
Jよ二三刀

34.6 "" 官.
図13 館山湾における産卵場付近のT-Sダイヤ
グFラム

1971年-1974年の平均で示す
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図14 金谷地先におけるT-Sダイヤグラム

1971-1974年の平均て示す
0---口表層，・ ・50111層

% 



8 

'c 

24 

" 

水温

18 

16 

14 

12 
3aO 33，5 "ρ 34，5 

f亘分
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産卵親魚の特性

1 .親魚の大きさ

%'0 

天津地先で，腹部を圧して放卯，放精を確認した親

魚の大きさは，表 2 に示したように，雌では全長510~

990mm ， 雄では430ー750mmで，雄のモードは51O~550

酬である。産卵に関与する年齢は雌は3齢，雄は2齢

からであるが，雄は3齢魚が多い。

館山湾における親魚の大きさは，雌では全長390~

750mmで，モードは510~-530棚，雄では210~-630棚で，

モードは410~-430棚である。親魚の主体は雌は 3齢魚，

雄は2齢魚である(表3)。

保団地先にあ、ける親魚の大きさは，雌では510~870

棚，雄では270~870酬で，雄のモードは430~470酬で

表2 天津地先における産卵親魚の度数分布

(1974~ 1976年の2月から 6月)

全孟-------竺雄 雌 雄

430 -470 I 

470 -510 I 

510 -550 3 7 
550 -590 3 6 
590 -630 1 2 
63日-670 1 3 
670 -710 1 2 
710 -750 3 2 
750 -790 。 。
790 -830 1 。
830 -870 。 。
870 -910 。 。
910 -950 。 。
950 -990 1 

ある。雌は3齢から産卵に加わり，雄は1齢で産卵に

加わるものもあるが2輸が多い(表4)。

顕著な海底谷がイ仔在しない場でも放卵，放精カ瀧認

された例として鵜原地先がある。親魚の大きさは，維

は450~850mm ， 雄は450~770mmとなっている(表 5 )。

2.体重と生殖腺重量

金谷~天津で 2~5 月に採捕した雌の体重と卵巣重

量の関係は， EW=0.0740BW-54.41で表わされる。

この式から，卵巣重量を 0にする体重を求めると735官

となり，この全長は414胴となる。よって， 2齢魚では

卵巣の発達は十分でない(図16)。

雄の体重と精巣重量の関係はTW二 0.027BW-9.75

と表わされ，この式から精巣重量を 0にする体重を求

めると3579で，全長l土332棚となり， 1齢魚では精巣の

発達は十分でない(図17)。

3.苧卵数

館山湾と天津地先で 2~5 月に採捕したヒラメの卵

巣卯と排卵した卵を合わせた苧卵数は図181:示したと

おりである。刺網で採捕されるため，排卵された卵は

放卵してしまうと考えられるが，全長に対.，;芯する平均

的な字卵数を求めると，全長500醐で、437.324粒， 550 

g 

400 

300 

卵巣重量

. 

/ . 

. 
. . 
.' . ， .. . 
.r:・ . 

• 6・ • 

6000 8000 

図16 雌の体重と卵巣重量の関係

(金谷~天津で2-5月に採捕したものを用いる)
¥'= 0にする体重は7350で全長1:141生mである

g 
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表3 館山湾にかける産卵親魚の度数分布(腹部を押して排卵・排情させて調べた。不明魚は除く)1974年

て云主
2月14日 3円11日
-2月28日 -3月15H

睡 雄 桂 推

210 - 230 

230 - 250 

250 - 270 

270 - 290 

2回一 310

310 - 330 
3却-350 

350 - 370 

370 - 390 7 5 

390 - 410 13 8 

410 - 430 21 10 

430 - 450 17 1 2 

4田-470 4 3 

470 - 490 2 

4回一 510 9 2 1 

510 - 530 8 2 

530 - 550 3 4 

550 - 570 3 2 

570 - 5叩 1 

5回一 610 1 

610 - 630 1 

630 - 650 1 

650 - 670 

670 - 690 1 

6回一 710 1 

710 - 730 

730 - 750 

750 - 770 

770 - 790 

7剖-810 

810 - 830 

8却-850 

850 - 870 

870 - 890 

計 29 62 13 29 

表4 f呆団地先の産卵親魚の度数分布
( 2 月 27 日 ~4 月 28 日) 1975年

全長ぶ~一---墜推 雄 推

270 - 310 15 

310 - 350 7 

350 - 390 3 

390 - 430 6 

430 - 470 19 

470 - 510 8 

510 - 550 l 5 

550 - 590 2 1 

590 - 630 3 l 

630 - 670 1 1 

670 - 710 1 1 

710 - 750 

750 - 790 

790 - 830 

830 - 870 1 1 

計 9 58 

4月1H 4月16日
~t 

蕗

I 

z 
7 

3 

3 

2 

6 

z 

27 

-4 il15日 -4円30日

I量 経 蛙 睡 推

l l 

2 2 

2 2 

1 2 

8 14 34 

12 20 I 53 

22 2 19 3 72 

U 4 8 7 33 

4 3 8 10 19 

2 7 1 12 3 

2 3 3 17 6 

6 18 1 

3 l 16 1 

2 2 7 2 

1 1 4 l 

1 2 

I 2 4 

2 

2 2 

2 

1 2 

1 

1 

60 42 82 III 232 

表5 務}京地先における産卯親魚の度数分布

(1976 if.~ 1977司 4 月 ~5 月)

全長:;;------__竺推 雄 推

410 - 450 。 。
450 - 490 1 3 

490 - 530 2 B 

530 - 570 7 

570 - 610 。 5 

610 - 650 1 7 

650 - 690 2 7 

690 - 730 2 5 

730 - 770 。 3 

770 - 810 l 

810 - 850 3 

850 - 890 。
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1974年2月24日
館IIJ産

全長57金田
体重2.481lg
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体重741lg
n~270 
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図19.ijs巣011の卯径
体重

図17 雄の体重と精巣重景の関係 20 

(金谷J天肘2-5月に採捕したものを用いう 1974年4月17日
こする体重は375，で全長333四である 体重41釦肌

体重740，
n=80 

• 
相対度数 12 250 

8 
200ト • • • 
Z数H 4 

• 
150 

100 ..、・
• 

• • 
50 a. 

-

e

・
e
 

• 
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• • • 。
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図20 排卵した卯の現l径

酬で 713，774粒， 600胴で 990，224粒，

1，266，674李主となる。

4目。H径
卵巣卯のうち炉胞膜で包まれた卯の卵径は 2月で

650 mmで

図18

50 60 70 
全長

ヒフメの苧卯数

/館山湾と天津で 2-5月に¥
¥採捕したものについて示す。ノ

は200~250，u， 350~400.μ ， 450~500.μ の 3 つの山が

cm ある。 4 月には350~450μ に 1 つの IÜがある(図19) 。

4 月に排卵した卯の卯径は大部分が880~910μ で卵巣

卯には 680~800μ の卯後のものは認められなかった

(図20)。

40 80 90 



考察

太東から金谷までの産卵期叶主 2~5 月で，f固体によ

っては 6 月位まで産卵するが，銚子地先では 4~6 月

が産卵期で，個体によっては7月頃まで産卵するもの

と思われる。銚子地先では金谷~太東より産卵期が遅

くなるようなので，今後は銚子地先の産卵場を明確に

して，水温等の比較を行ってみる必要があろう。

ヒラメが海底谷前面部の根を利用して産卵を行なう

ととは内房，外房f也先海域の特徴であると思われる。

一方，鵜原地先のように顕著な海底谷が存在しない場

でも産卵カ苦行われていることを考慮すると，場所によ

っては根が存在すれば，必ずしも海底谷がなくても産

卵が行われると考えられる。

産卵期にはヒラメは沿岸に来遊し，集合するヘ天津

地先，館山湾では表層水温カず16.5'Cから14.5'C，17.8 

℃から15"C，または15'Cから14'C位に低下すると漁獲

も増加することから，来遊量は水温に大きく影響を受

けることが考えられる。親魚の漁獲は表層水温で14.0

~18.5'C の時にあるが， 14 .5~ 15 .O'Cで最も多く漁獲

されることから，来遊し，活動カミ活発になる適水温は

15'C前後と思われる。

内房海域の館山，金谷，及び外房の天津での産卵期

の 2~5 月の水温と塩分は，年間を通して最も低温で

高餓な時期となっており，また。表層と50..層とでは

差が少ない混合期となっている。従って，このよう在

条件が内房と外房海域における産卵場の水温，塩分か

らみた環境特性と考えられる。

一方，産卵場所は不明であるが，銚子地先の産卵期

は 4~6 月となっている。この時期では，表層は必ず

しも低温，高献でなく，また混合期でもないことから，

銚子地先の環境特性については更に検討してみる必要

がある。

来遊するヒラメの大きさのモードは，内房の館山湾

の雌は510~530酬の 3 齢魚で，雄は410~43Ü1酬の 2 齢

魚となっている。一方，天津の雄のモードは510~530

mの 3 齢魚であり，雌は510~990mmの範囲で出現し，

館山湾より大きい。銘柄別の漁獲量でも天津地先では，

593，664棚の4，5齢魚が多い。この親魚の大きさの遠い

は一つには漁獲が行われる産卵場所の遠いにあると思

われる。館山湾では水深20~50m の場であり，天津で

は45~200.. の場であることから，深い場程大型の親魚

が来遊するものと思われる。また，一つには，内房か

ら外房へ大型魚が移動して行く可能性もある。

産卵に関与するヒラメの最小は，館山湾では雄で210

11 

~230mmの l 齢魚で，雌では390~410聞の 2 齢魚である

が，体重と生殖腺重量の関係式から，生殖腺重量を 0

にする大きさを求めると，雄では332mmの1齢魚で，雌

では414mmの2齢魚である。このことから，本格的に産

Ollに関与する親魚の大きさは， 1齢を加えた雄では413

棚の2齢魚，践では510糊の3齢魚であると考えられる。

生殖腺重量は雄で50g，雄で10g位である。

卵巣卯の卯筏の大きさは680.μm位までであるが，排

卵した卯径は800"m以上となってむり，卵巣卵には

680~800" の卯径のものは認められない。このことは，

排卵により卯径が増大するごとを示していると思われ

る。また，卵巣卯の卯径組成から，ヒラメは多国産卵

するものと推定される。

要約

1 )銚子i也先の産卵期は 4~6 月で， f国体によっては

7月まで続く。太東~金谷より産卵期は遅い。

2)内房，外房の産卵場所は海底谷前而部の根のある

場である。

3 )産卵場所で漁獲する水深は，館山湾では20~50m

で，天津地先で、l土45~200m である。

4)天津地先では，黒潮流軸が沿岸から遠ざかると産

卵期の漁獲量が増加する。

5 )天津，館山湾では表層水温が16.5'Cから14.5'C，

17.8'Cから15.1'C，15'Cから14'Cに低下すると産

卵期の泊、獲が増加する。

6)産卵期にヒラメが来遊し，活発に動く適水温は15

℃前後である。

7)内房，外房海h或の産卵期は，年間を通して低温，

高鹸な時期で，混合期となっている。

8 )産卵群は，館山湾で、l土雄 1 ;l:410~43白nmの 2 齢魚，

雌は510~53伽mの 3 齢魚である。天津では雄は510

~53伽mの 3齢魚で，天津の方が大きい。

9 )産卯に本倍的に関与する大きさは，雄は413mm，の

2齢魚で， ~症は51白nmの 3 齢魚である。

10)卵巣卯の卵は排卵により卵径が増大する。また，

多国産卵すると考えられる。
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